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『福島第一原子力発電所第１～４号機に対する
「中期的安全確保の考え方」に基づく施設運営計画に

係る報告書』の変更内容について
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伐採木一時保管槽の概要

●設置目的
・新たに放出される放射性物質及び事故後に発生した放射性廃棄物からの放射線に
よる敷地境界線量年間１ｍＳｖ未満達成のための線量低減対策
・ 火災発生リスクへの対処

●施設の概要
覆土による遮へい機能を有する一時保管槽であり、擁壁等を設置し、減容した伐採木
（枝葉等）を収納して保護シート、土、遮水シートで覆う構造である。
●工程（予定）
設置工事開始（平成２４年１１月中旬）、伐採木搬入開始（平成２４年１２月）

【図】 伐採木一時保管槽概略図

※現地の地形状況に応じて可能な限り効率的に配置する計画としているため、保管槽の形状は概略図
通りとならない場合がある。
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配置図

伐採木一時保管槽（Ｇ）※（ ）内のアルファベットは
一時保管エリア名称を表す

伐採木一時保管槽（Ｈ）

伐採木一時保管槽（Ｔ）

伐採木一時保管槽（Ｓ）

伐採木一時保管槽（Ｒ）

瓦礫等一時保管エリア（Ｊ）

・５ヶ所に伐採木一時保管槽を設置
・その内、２ヶ所は既設の伐採木一時
保管エリアを使用（Ｇ、Ｈ）し、３ヶ所は
新設（Ｒ、Ｓ、Ｔ）

・既設の伐採木一時保管エリア（Ｊ）を
瓦礫等一時保管エリアに変更

瓦礫等一時保管エリアの新設

伐採木一時保管槽の設置
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（仕 様）

●伐採木一時保管槽 主要仕様

・大きさ：１槽あたり、２００ｍ２以内

・高 さ：約３ｍ

・保管容量：１槽あたり、６００ｍ３以内

・上部：遮水シート、覆土（厚さ０．５ｍ以上）、 保護シート

・槽間の離隔距離：２ｍ以上


